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り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設
と
調
理

機
器
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
を

備
え
た
施
設
は
２
施
設
と
い
う
状
況

で
す
。
現
在
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
入
っ
て
い

た
だ
き
検
討
委
員
会
で
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
地
域
の
実
情
な
ど
意

見
を
伺
い
な
が
ら
議
論
を
進
め
、
27
年

度
中
に
は
施
設
の
数
と
基
本
的
な
設
計

に
つ
い
て
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
と
学

校
統
廃
合
と
は
直
接
結
び
付
け
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　

 　
　

「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
若

者
の
雇
用
を
作
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る　

そ
れ
に
は
、
今
あ
る
産
業

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
大
事
。
再
度

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
や
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
提
案
す
る
。
国
や
県
に

市
の
現
状
を
伝
え
は
っ
き
り
と
モ
ノ
を

言
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

◆
経
営
管
理
部
長

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
大
き
な
予
算
が
伴
い
ま
す
。
今
後

国
・
県
の
支
援
状
況
等
も
含
め
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

を
開
設
し
、
市
内
企
業
の
情
報
や
就
職

情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
に
は
、
益
田
清
風
高
校
な
ど
を
対
象

に
、
地
元
企
業
の
就
職
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

 

「
守
る
！
」
防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

①
御
嶽
山
入
山
規
制
の
進
捗
状
況
は

◆
総
務
部
長

　

噴
火
時
に
４
㎞
で
あ
っ
た
入
山
規
制

が
現
在
３
㎞
に
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。
噴

石
調
査
の
結
果
、
飛
散
範
囲
は
火
口
か

ら
1.3
㎞
で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
さ
ら
に

縮
小
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

②
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動
計
画
）

の
導
入
は

◆
総
務
部
長

　

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
有
効
な
手
段
で
す

が
、
行
政
だ
け
で
行
え
ば
よ
い
も
の
で

は
な
い
の
で
、
住
民
の
方
に
十
分
周
知

し
な
が
ら
、
住
民
の
方
が
自
ら
命
を
守

る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
整
備
は
市
民
の
合
意
で

　

市
民
説
明
会
に
お
け
る
市
民
か
ら
の

発
言
を
ど
う
受
止
め
た
の
か
。
庁
舎
整

備
に
つ
い
て
の
市
長
提
案
に
市
民
合
意

が
得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
か
。
市

民
の
合
意
は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
か
。

◆
市　

長

　

市
民
説
明
会
に
は
６
２
５
名
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賛
同
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
厳

し
い
意
見
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
、
組
織
・

職
員
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
に
も
合

併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
今
、
庁
舎
を

整
備
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
と

　
　
　
　
　

  

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

　

経
済
効
率
優
先
を
モ
ノ
サ
シ
と
す

る
の
で
は
な
く
、「
地
域
の
中
で
育
つ
」

こ
と
が
実
感
で
き
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
、
ま
た
、
高
齢
者
の
「
福
祉
給

食
」
や
非
常
時
の
給
食
提
供
な
ど
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に
活
用
で
き
る

施
設
に

◆
教
育
長

　

現
在
５
つ
の
給
食
セ
ン
タ
ー
が
あ

 

「
消
滅
都
市
」
と
い
う
汚
名
返
上
を
！

 

「
攻
め
る
！
」
観
光
商
工
戦
略
に
つ
い
て

①
広
域
観
光
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
は

◆
観
光
商
工
部
長

　

広
域
観
光
は
、
来
年
度
観
光
庁
が
、

広
域
観
光
の
周
遊
ル
ー
ト
形
成
促
進
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
周
辺
自
治
体
と
事
業

を
連
動
さ
せ
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
中
部
運
輸
局
が
行
う

「
昇
竜
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
効
果
が

出
て
い
ま
す
。
今
後
も
中
部
運
輸
局
に

職
員
派
遣
を
継
続
し
ま
す
。

②
第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る

　
　
　
　

  

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は

◆
観
光
商
工
部
長

　

２
次
総
で
は
「
街
の
に
ぎ
わ
い
と
活

力
を
生
む
産
業
を
盛
り
上
げ
ま
す
」
を

基
本
構
想
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
温
泉
街
の

街
歩
き
や
市
内
の
観
光
資
源
へ
の
送
客

を
充
実
し
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば

し
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

③
地
元
新
規
就
業
者
に
支
援
を

◆
観
光
商
工
部
長

　

26
年
度
か
ら
、
地
元
出
身
の
大
学
生

や
専
門
学
校
生
等
に
、
郵
送
や
メ
ー
ル

に
よ
り
市
内
の
就
職
情
報
を
提
供
す

る
「
下
呂
市
内
就
職
情
報
バ
ン
ク
事
業
」

服 部 秀 洋 議 員

10　番

入山規制の区域外となった五の池小屋
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地
方
創
生
と
地
域
振
興

　

国
が
打
出
し
た
地
方
創
生
、
地
域
振

興
に
つ
い
て
下
呂
市
の
考
え
と
取
り
組

み
は

◆
市　

長

　

下
呂
市
で
は
第
２
次
総
合
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
人
口
減

少
対
策
」、「
行
財
政
改
革
推
進
」、「
地

域
づ
く
り
の
し
く
み
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
下
呂
市
版
の
地
方
創
生
の

戦
略
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

は
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。

市
に
お
け
る
対
策
の
詳
細
を
伺
う
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講

者
の
実
態
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ

い
て
今
後
の
目
標
は

◆
福
祉
部
長

　

講
座
の
受
講
者
は
、
昨
年
末
で
累
計

１
５
２
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

講
座
の
講
師
役
で
あ
る
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
」
に
は
30
人
が
登
録
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
は
市
内
の
事
業
所
に

加
え
小
中
学
校
で
の
講
座
を
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
に
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

②
認
知
症
の
初
期
か
ら
進
行
期
に
応
じ

た
支
援
対
策
に
つ
い
て
の
具
体
策
は

◆
福
祉
部
長

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
、
認
知

症
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
発
生
し
た
場
合

に
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
れ
ば
よ
い
か
理
解

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
の
状
態
に
応
じ

た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
を
作

成
し
て
い
く
予
定
で
す
。

③
家
族
支
援
体
制
の
具
体
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」「
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
」
を
設
置
し
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
援
す
る
相
談

体
制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
初
期
の

認
知
症
の
人
や
家
族
が
、
気
軽
に
相
談

し
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
「
認
知
症
カ

フ
ェ
」
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
安
全
な
下
呂
市
づ
く
り
と
、

沿
道
修
景
事
業
を
兼
ね
た
林
野
整
備
を

　

大
雪
の
た
め
倒
木
が
あ
り
、
交
通
障

害
や
停
電
が
発
生
し
た
。
ま
た
谷
川
筋

で
も
多
く
の
倒
木
が
あ
り
、
夏
期
の
豪

雨
災
害
が
心
配
さ
れ
る
。
倒
木
の
処
理

や
間
伐
を
進
め
、
災
害
発
生
を
防
ぐ
事
、

ま
た
沿
道
沿
線
や
集
落
近
辺
の
伐
採
を

進
め
、
広
く
明
る
い
川
や
町
が
見
渡
せ

る
景
観
を
つ
く
る
事
で
、
道
路
の
凍
結

防
止
に
も
役
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
地
域

づ
く
り
が
大
切
で
、
森
林
環
境
税
の
事

業
で
進
め
ら
れ
な
い
か
。

◆
農
林
部
長

　

12
月
の
雪
害
に
よ
り
各
所
で
倒
木
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
地
元
自
治
会
等
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
対

処
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
災
害

に
強
い
林
野
整
備
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
が
重
要
で

す
。
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
積
極
的

に
間
伐
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

の
里
山
林
整
備
事
業
を
う
ま
く
活
用
す

れ
ば
、
野
生
動
物
の
生
息
数
が
多
い
馬

瀬
地
域
で
は
、
被
害
対
策
を
目
的
と
し

て
、
山
際
の
荒
廃
し
た
森
林
整
備
を
行

う
事
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

①
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◆
環
境
部
長

　

現
在
４
月
に
行
う
入
札
公
告
に
向
け

て
の
資
料
作
成
の
段
階
で
す
。

②
安
全
基
準
に
つ
い
て

◆
環
境
部
長

　

「
公
害
防
止
基
準
」
を
市
独
自
の
基

準
と
し
国
・
県
よ
り
厳
し
く
し
て
い
ま

す
。
特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
国
の
基

準
の
50
分
の
１
と
し
て
い
ま
す
。

③
地
元
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
現

状
は

◆
環
境
部
長

　

地
元
３
地
区
か
ら
の
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
順

次
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
公
害
防
止
協

定
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
完
成
予
定

時
期
は

◆
環
境
部
長

　

今
年
の
12
月
に
業
者
を
決
定
し
、
28

年
４
月
に
工
事
着
手
、
30
年
12
月
に
完

成
、
31
年
４
月
の
稼
働
予
定
で
す
。

認
知
症
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

認
知
症
の
有
病
者
数
は
平
成
25
年
に

は
、
約
７
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
、
国

大雪による倒木被害


